
セメン ト系補修材シリーズ

就ンドカーボエックセメント
●カーボンファイバー配合4寺殊セメン ト系補修材

カーボニックセメン トは、コンクリー ト構造物補修用のカチオン性ポリマー

セメント補修材です。カーボンファイバーを配合 した違硬化型プレミックスモ

ルタルのため、従来のモルタル系補修材では得られなかつた耐久性を強さをあ

わせ持ち、作業性にも優れています。

」AIA-003977  F☆ ☆☆☆

… 充てん緋!鵡
亀げ弔&緋焔旨3乳そ鵡】、ラ弔'乞T垢瑞兆ぎ部分の御家

下 地 調 整 :

埋 め 戻 し1

違 硬 化 !

高 強 度 :

カチオン性 :

防鏡剤配合 :

タイルはり、防水、ライエングの ド地調整およびかさ Lげ補1多f

ln~抜きアンカーなどの埋め戻し!

短期間での仕■げが可能です=ま た、湿潤面々ヽの施Tも 可能です.
カーボンファイバー入りで、コンクリー ト構造物と同年の強度があります.

広範囲の下地材に対する接者1■にはれます‐

防指剤入りのカーボニ ックブライマーは、鉄筋の再府rよ防止に効果があります.

カー■二,タ
硬化=|

■

逮硬|[型ブレミックスセメント   sBR系 樹]旨   プ レミックスセメント
エマルジョン 白色エマルジョン

主剤 :硬化剤=20:32(質 量比)
200Eヒ020                       1 80二 L020

約40分 (20℃),約 20分 (30℃)   約 60分 (20
ヽ放1いま1巳情itで まありませた

la下 地処理―悔弱部をはつり取る !b下 地処理―ケレン清掃

カーホニック

ラライマー

06本 1 0kg荷

十E補修用すラi
lイ

マー0使 |

1用可   |

ライマー塗布

ブライマーが

乾燥する前

に充て九する

混合|ヒ

g ヵ_示ニックセメントの詞合       4 カ ーボニックセメントの施工       51責 生

●直射日光が当たるような ド地温度の高い所では、本イ1ちをして表面温度を下げてから施工してください

(ドライアウト防止)!

●原則として3で以 LのlT境でご使用ください.凍 結したり硬化性に問題が生 じる場合があります。
●皮フや番呉類に付着 したものは、乾く前に水でよく洸い落としてください.
●打ち放し仕上げでは降雨等により表面にエフロレッセンス (白化減少)力S生じる場合があります[

t上 けリシン吹付可
●2日薫生後
ライニンク可能
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1、カーボニックセメント硬化物の性能規格 (社内規格値)

」iS A l171_2000

」iS R 5201 1997

16× 10°以上 」iS R 5201_1997

」tS R 5201_1997

※養生 :20±1℃、(65±5)%、 28日間

2.カーボニックセメントの材令強さ (測定値例)

3諸 性能 (測定値例)

●透水率比較 ●耐塩酸性
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●カーボニックセメント:23 2kg〔12L〕 セット (主剤 :20kg袋、硬化剤 :3.2kg各)
●カーボニックプライマー :3 2kgセット (主剤 :5 kg袋、硬化剤 :3 2kg缶)
※主剤と硬化斉1は別梱包。硬化剤はカーボニックセメント プ ライマーとも共通。

…
本品は、下記の注意事項を守って取り扱ってください。

●取り扱い中は皮フにふれないように注意し、必要に応じて保護具を着用する.●容器からこばれないように出し入れする。●硬化斉J
が容器からこばれた場合には、砂を散布したのち処理する。●取り扱い後は、手洗いおよびうがいを充分に行う.●茂フに付着した場

合にはすみやかにふき取り、石ケンと水でよく洗い落とす.●限に入った場合には多量の水で洗い、必要に応じて医師の診祭を受け
る。●誤って飲み込んだ場合には、早急に医師の診察を受ける。●温度カセ～40ての場所を定めて保管する.硬 化剤は凍結に注意し使
用後は名対する。主剤は湿気のある場所での保管を避け ま た開封後は速やかに使い切る.

※使用にあたっては、製品安全データシー ト (MSDS)を お読みください。
※本品は改良のため性状、性能を変更する場合があります。予めご了承くださいますようお願いい
たします。(記載の性状等は2003年7月現在のものです。不明の点はお問い合わせ願います。)

国際単位系(Sいによる数値の換算は、l kgf=9.8N、lcP=lmPa・s、l kgf・cmョ98X102」、lMPa‐lN/mぱで抗
lN/mぱは約10.2kg7cm2に相当します。

本資料の技術情報 解革処方側は当社の試験、コF究に基づいたもので 信頼しうるものと考えますが、

と異なる結果を■することがあります3実際の詰性能 詰特性などについては ご需要家各位で試験

記載の諸性能および詰特‖などは 材料や使用条件などにより本資料

"F究ならびに検討の上、ご使用いただきますようお願tH たヽしますt
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※養生 :20± 1℃、(65±5)%

●中性化進行率

(A)誉通セメントモルタル

(B】メリマーtメ ントモルタル
iC)カーホニックセメント
(D)ニポキン欄脂モルタル

1カ ーボニックセメントの使用量の目安

2,プ ライマーの使用量の目安
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